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情報工学科                                       平成 25年度 

科 目 名 
プログラミング言語 

Programming Language 
担当教員 鰆目正志 

学  年 5年 学  期 通年 履修条件 選択 単位数 2 
分  野 専門 授業形式 講義・演習 科目番号 13I05_31090 単位区別 履修 

学習目標 

現在の業務アプリケーションの中には，Webアプリケーションとして実現されることが多くなり，そのWeb
アプリはデータベースを用いてデータを効率的に保存管理されることが多い。本講義では PHP言語の基本を演
習により学び，データベースを用いたWebアプリを作成するための知識や技能を詳しく学ぶ。 

進 め 方 

PHP言語の文法を解説し，実習を通じて PHPプログラミング技術を習得させる。また，データベースの特徴
等を概説した後，データベース操作の概念と SQL文を実習により学習する。最終的には，データベース操作を
伴う PHP言語を用いた各種Webアプリケーションを作成できることを目標とする。例題演習を多用するので，
それらに対して各自の工夫を行い，また課題に対しては能動的に取り組んで欲しい。 

学習内容 

学習項目（時間数） 学習到達目標 
1．Webアプリケーションの特徴（2） 

  2．基本構文（PHP言語）（2） 
  3．変数と定数（PHP言語）（2） 
  4．演算（PHP言語）（2） 
  5．制御構造 1（PHP言語）（2） 
  6．制御構造 2（PHP言語）（2） 
  7．配列と演算（PHP言語）（2） 
  8．関数（PHP言語）（2） 
  9．変数のスコープ（PHP言語）（2） 
10．データの受け渡しとURLエンコード（2） 
11．クラスの利用法（PHP言語）（2） 
12．クラスの継承（PHP言語）（2） 
13．組み込み関数 1（PHP言語）（2） 
14．組み込み関数 2（PHP言語）（2） 
15．組み込み関数 3（PHP言語）（2） 

 

Webアプリの特徴を理解して PHP言語によってプログ
ラミングができる                                                                   D2:1, 2 
 
 
 
 
 
 
PHP言語へのデータの受け渡しと主要な PHP組み込み
関数の使用法を理解し，その応用ができる         D2:1-3 

前期末試験 

16．試験問題の解答，データベースと SQL言語（2） 
17．テーブルの基本操作と正規化（2） 
18．MySQLの使い方‐テーブルの作成，削除‐（2） 
19．MySQLの使い方‐データの検索，挿入‐（2） 
20．MySQLの使い方‐データの削除，更新‐（2） 
21．SQL文による総合演習 1 （2） 
22．SQL文による総合演習 2（2） 
23．PEAR::DBの使用（2） 
24．PDOの使用（2） 
25．蔵書データベースを使った例題（2） 
26．データベースを使ったオリジナル課題（2） 
27．Cookieの利用（2） 
28．セッション管理（2） 
29．グラフィックスと画像処理（2） 

 

データベースの特徴を理解して SQL文を用いて各種の
データベース操作が行える                                                D2:1-3 
 
 
 
 
 

 
 
 
Webアプリケーションを企画して設計・作成ができる 
                                                                                                           E3:1, 2 

後期末試験 

30．試験問題の解答（2） 

評価方法 定期試験 60％，演習 40％の比率で評価する。 

履修要件 特になし 

関連科目 ソフトウェア設計論(3) → 情報構造論(4)  → プログラミング言語(5) 

教  材 教科書： 山田和夫著「基礎からの PHP」ソフトバンク クリエーティブ 

備  考 オフィスアワーを毎週月曜日放課後に設ける。 
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情報工学科                                     平成 25年度 

科 目 名 
情報システムⅡ 

Information SystemⅡ 
担当教員 篠山 学 

学  年 5年 学  期 通年 履修条件 選択 単位数 2 
分  野 専門 授業形式 講義 科目番号 13I05_31150 単位区別 履修 

学習目標 

自然言語処理の基礎的な内容を理解する。自然言語をコンピュータに理解させる技術を学ぶ。基礎技術である

形態素解析や構文解析の仕組みを理解し，応用技術である情報検索や機械翻訳，質問応答，情報抽出などにつ

いて学ぶ。 

進 め 方 

学習項目ごとに内容の解説を行う。関連する例題を説明した後，実際に計算することで動作を確認し理解させ

る。また課題をレポートとして提出させる。また各技術について実際にアプリケーションとして使われている

例を紹介し，自然言語処理への興味を持ってもらう。 

学習内容 

学習項目（時間数） 学習到達目標 
  1．自然言語処理の基礎（2） 

  2．形態素解析（2） 

  3．形態素解析（2） 

  4．構文解析（2） 

  5．構文解析（2） 

  6．意味解析（2） 

  7．意味解析（2） 

自然言語処理とは何か，自然言語処理の意義や役割に

ついて身近な例を取り上げながら理解させる。D2:1-3 

コンピュータに自然文を理解させるために用いられる

技術である形態素解析について，その意義や仕組みを

理解させる。構文解析，意味解析についても同様に理

解させる。D2:1-3 

[前期中間試験](2)  

  8．試験問題の解答（2） 

  9．コーパスと統計処理（2） 

10．文脈解析（2） 

11．文脈解析（2） 

12．文脈解析（2） 

13．言語理解と知識（2） 

14．言語理解と知識（2） 

文脈解析について，照応問題などの問題例を提示しな

がら，基本的・基礎的な知識と仕組みを習得させる。

D2:1-3 

前期末試験  

15．試験問題の解答（2） 

16．言語理解と知識（2） 

17．情報検索（2） 

18．情報検索（2） 

19．情報検索（2） 

20．再現率と適合率（2） 

21．再現率と適合率（2） 

22．まとめと演習問題（2） 

 

情報検索や質問応答について，基本的・基礎的な知識

と仕組みを習得させる。D2:1-3 

[後期中間試験](2)  

23．試験問題の解答（2） 

24．機械翻訳（2） 

25．機械翻訳（2） 

26．機械翻訳の手法（2） 

27．機械翻訳の評価（2）  

28．自動評価手法 BLEU(2) 

自然言語処理の最大の応用分野の一つである機械翻訳

について学ぶ。D2:1-3 

 

 

後期末試験 
 29. 試験問題の解答（2） 

評価方法 定期試験７０%，レポート３０％の比率で評価する。 

履修要件 特になし。 

関連科目  

教  材 教科書：天野 真家 著 「自然言語処理」 

備  考 オフィスアワー：木・金の 15:00～17:00 
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情報工学科                                       平成 25年度 

科 目 名 
データベース 

Data Base Management System 
担当教員 鰆目正志 

学  年 5年 学  期 通年 履修条件 選択 単位数 2 
分  野 専門 授業形式 講義・演習 科目番号 13I05_31190 単位区別 履修 

学習目標 

日々変化する世の中の様々な情報をいかに効率よく管理して利用するために，情報処理システムの中心要素

であるデータベースの基本概念を理解させ，実世界のデータ構造を記述する記号系としてのデータモデルの概

念を学習する。また，実際データベース管理システムを利用して，データベースの構築を演習させる。 

進 め 方 

教科書に従いリレーショナルデータベースの基本概念と，その基となっている数学的基盤を講義する。リ

レーショナル代数表現やリレーションの正規化では，課題を与えてレポートを提出さす。後期には，データ

ベース操作言語 SQLを学習し，実際のデータベース管理システムを使って演習する。 

学習内容 

学習項目（時間数） 学習到達目標 

  1．データベースの概要（2） 
  2．概念モデルと論理モデル（2） 
  3．リレーショナルデータモデル（2） 
  4．ドメインの定義と直積（2） 
  5．第１正規形の定義と正規化（2） 
  6．候補キー，主キーの定義（2） 
  7．外部キーの定義，一貫性制約（2） 

データベースの概念を理解する                                          D2:1 
 
リレーショナルデータベースの基本概念と構造を理解

する                                                                                                  D2:1,2 
リレーションの正規化を理解する                D2:1 
 
主キーと候補キー，外部キーを理解する                      D2:1 

[前期中間試験](1)  

  8．試験問題の解答（1） 
  9．４つの集合演算（2） 
10．リレーショナル代数の演算（4） 
11．リレーショナル代数の演算と練習問題（2） 
12．第１正規形による更新時異状（2） 
13．更新時異状の解消と情報無損失分解（2） 
14．情報損失分解と結合のわな（2） 

集合演算とリレーショナル代数の演算を理解し，演算

ができる                                                                                         D2:1,2 
 
更新時異状を証明し，情報無損失分解ができる     D2:1,2 

前期末試験  

15．試験問題の解答（1） 
16．関数従属性（2） 
17．第２，第３正規形の定義（2） 
18．ボイス－コッド，第４正規形の定義（2） 
19．第５正規形，データ定義言語（2） 
20．データ操作言語と SQLでの質問指定（2） 
21．SQLでの単純質問と部分質問（2） 
22．SQLでの結合質問（2） 

 
関数従属性と多値従属性を理解して表現できる    D2:1-3 
 
高次の正規化を理解し，更新時異常のあるリレーショ

ンを正規化できる                                                                    D2:1,2 
 
データベース操作言語 SQLを使って，リレーションに
問合せ質問ができる                                                               D2:1-3 

[後期中間試験](1)  

23．試験問題の解答（1） 
24．SQLの練習問題と演習（2） 
25．データベース演習（8） 
26．データベース演習（自由課題作成）（4） 

 
 
データベースのテーブルを作成し，複数のテーブルを

操作して仮想テーブルが作成できる                             E2:1,2 

後期末試験 
 27．試験問題の解答（1） 

評価方法 定期試験 80％，演習 15％，レポート，ノートを 5％の比率で評価する。 

履修要件  特になし 

関連科目 情報構造論(4)  → データベース(5) 

教  材 
教科書：増永良文 著 「リレーショナルデータベースの基礎」 サイエンス社 
その他：参考プリント，演習プリントを配布する 

備  考 オフィスアワーを毎週月曜日放課後に設ける。 



情報工学科                                       平成 25年度 

科 目 名 
画像工学 

Digital Image Processing 
担当教員 金澤啓三 

学  年 5年 学  期 通年 履修条件 選択 単位数 2 
分  野 専門 授業形式 講義 科目番号 13I05_30530 単位区別 履修 

学習目標 
ディジタル画像について理解し，画像の変換，解析，認識，圧縮などのディジタル画像に対する基礎的な取

り扱いや処理アルゴリズムを理解する。また，最新の技術・システムについても講述し，広い視野をもって画

像を活用することのできる知識を養う。 

進 め 方 
授業は原則として各学習項目ごとに，教科書を主に基礎となる知識および方法論について講義する。講義中

に適宜，演習課題を与えノートに解くように指導し，基礎的な知識が理解できているかどうかの確認を行う。

また，課題をレポートとして提出させる。 

学習内容 

学習項目（時間数） 学習到達目標 

  1．画像工学とは，画像工学の歴史（2） 
  2．画像処理システム（2） 
  3．画像のディジタル化（2） 
  4．画像のヒストグラムと統計量（2） 
  5． 画像処理アルゴリズムの形態（2） 
  6．画像の 2値化と基本概念（2）  
  7． 2値画像の性質（2） 

画像工学の体系的な位置付けを理解し，その歴史と応

用分野を知る                      D4:1 
 
ディジタル画像とその性質について理解する  
                                                                                                  D1:1, D2:1 
 
2値画像の基本性質を理解する                      D2:1, 2 

[前期中間試験]（2）  
  8．試験問題の解答（2） 
  9．2値画像処理(ラベリング)（2） 
10．2値画像処理(膨張・収縮，輪郭追跡)（2） 
11．2値画像処理(距離変換と骨格)（2） 
12．2値画像処理(細線化)（2） 
13．図形形状の特徴抽出（2） 
14．画像の濃度変換（2） 

 
2値画像の諸性質について理解し，2値図形の変形操作
や，形状特徴の抽出アルゴリズムを理解する 
                                    D2:1, 2 
 
濃淡画像について画素ごとの濃淡変換を理解する 
                                                                                                    D2:1, 2 

前期末試験  
15．試験問題の解答（2） 
16．空間フィルタリング①（2） 
17．空間フィルタリング②（2） 
18．画像のフーリエ変換（2） 
19．周波数フィルタリング（2） 
20．画像の幾何学変換（2） 
21．画像の再標本化と補間（2） 
22． 領域特徴量（2） 

 
画像を空間領域および空間周波数領域でフィルタリン

グする手法を理解する               D2:1, 2 
 
 
ディジタル画像の幾何学的変換を理解する      D2:1, 2 
 
画像中の領域特徴量を算出する手法を理解する   D2:1, 2 

[後期中間試験]（2）  
23．試験問題の解答（2） 
24．領域分割（2） 
25．テンプレートマッチング（2）  
26．画像圧縮符号化の原理（2）  
27．ハフマン符号，算術符号（2）  
28．2値画像・動画像の符号化（2）  
29．パターン認識（2） 

 
画像を領域に分割する手法や特定の画像パターンを検

出する手法を理解する                                                          D2:1, 2 
 
画像の符号化手法を理解する                                           D2:1, 2 
 
画像を識別する手法を理解する                                      D2:1, 2 

後期末試験 
 

30．試験問題の解答（2） 

評価方法 定期試験を 90％，レポートを 10％の比率で評価する。 

履修要件 特になし 

関連科目 微分積分学（2年），応用解析学（3年） 

教  材 教科書：ディジタル画像処理編集委員会監修「ディジタル画像処理 ―Digital Image Processing―」  CG-ARTS協会 

備  考 オフィスアワー：毎金曜日放課後～17:00 
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